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〔タイトル〕	 

繊維状ウイルスの工学的利用によるレアアース選択的な吸着剤の開発	 

〔研究の概要〕	 

	 レアアースは我々の生活に無くてはならない元素集団であり、特に高機能家電や医療機器などで必須とさ

れている。レアアースを代替するための研究開発も行われているが、資源の有効活用の観点から、レアアー

スを効果的に回収することが重要である。本研究では、繊維状ウイルスを遺伝子工学処理して利用するファ

ージディスプレイ法と呼ばれる技術を利用し、レアアース選択的に結合するペプチドを獲得して利用するこ

とで、望みのレアアースのみを選択的に回収できる吸着剤を開発することを目的とする。目的のレアアース

に対するペプチドの結合を定量的に評価し、さらに分離したい元素への結合も併せて評価することで、目的

のレアアースへの選択性を評価する。さらに様々なレアアースに結合するペプチドを系統的に獲得し、それ

ぞれを適切に回収するために適切な担体を明らかにする。最終的には、望みのレアアースの選択的な回収を

可能にする回収剤が構築できることが期待される。	 

〔オリジナリティ〕	 

	 これまでに、生体分子に特有の「分子認識」を様々なマテリアルに適用できることが報告されており、例

えば様々なマテリアル化合物の構造のわずかな違いをペプチドが識別できることが明らかとなっている。実

際に我々のグループでも、高分子に特有の構造をペプチドが認識でき、特異的に結合することを明らかにし

てきた。しかしながら、レアアースに生体分子の分子認識を適用した例は無く、ここに本研究のオリジナリ

ティがある。通常、電荷が同じイオン半径の近い元素を識別できる分子を構築することは困難であるが、ウ

イルスを工学的に利用することで、望みのレアアースに結合するペプチドを得ることが期待できる。	 

〔期待される成果〕	 

	 構造の類似した元素の中から、望みのレアアースのみを選択的に回収できる回収剤が創製できると考えら

れる。本手法は、原理上あらゆる元素に適用することができるため、様々なレアアースのみを選択的に回収

できるツールとしてペプチドやウイルスが応用できるようになると考えられる。	 

 


